
令和３年度大阪府公立学校教員採用選考テスト

支援学校高等部　工業（電気）

解答についての注意点

１　�問題は、教科等に関する大問 １ ～大問 ４ 、特別支援教育に関する大問 ５ の各問題から構成

されています。

２　解答用紙は、マーク式解答用紙と記述式解答用紙の２種類があります。

３　�大問 １ については、記述式解答用紙に、大問 ２ ～大問 ５ については、マーク式解答用紙

に記入してください。

４　�解答用紙が配付されたら、まずマーク式解答用紙に受験番号等を記入し、受験番号に対応する

数字を、鉛筆で黒くぬりつぶしてください。

　　記述式解答用紙は、全ての用紙の上部に受験番号のみを記入してください。

５　�大問 ２ ～大問 ５ の解答は、選択肢のうちから、問題で指示された解答番号の欄にある数字

のうち一つを黒くぬりつぶしてください。

　　�例えば、「解答番号は １ 」と表示のある問題に対して、「 ３」と解答する場合は、�

解答番号 １ の欄に並んでいる　①　②　③　④　⑤　の中の　③　を黒くぬりつぶしてください。

６　�間違ってぬりつぶしたときは、消しゴムできれいに消してください。二つ以上ぬりつぶされて

いる場合は、その解答は無効となります。

７　その他、係員が注意したことをよく守ってください。

指示があるまで中をあけてはいけません。





　�　図１に示す物体の等角図（立体図）について、定規を用いて第三角法によって正投影図（三面図）

で描け。ただし、矢印の向きに見た図を正面図とし、図中に示す立方体の一辺を正投影図（三面図）

の１目盛りとする。また、隠れた部分は破線で描け。

図１　等角図（立体図）
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　�　工業技術基礎及び工業数理基礎に関する次の（１）～（10）の問いに答えよ。

（１�）次のＳＩ単位に乗ぜられる倍数とＳＩ接頭語の記号と名称の組合せとして、最も適切なものを

₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 11

　　　　単位に乗ぜ� 接頭語� 接頭語

　　　　られる倍数� の記号� の名称

　　 ₁　　　10�12� Ｐ� ペタ

　　 ₂　　　10９� Ｍ� メガ

　　 ３　　　10２� ｄａ� デカ

　　 ₄　　　10－9� ｎ� ナノ

　　 ₅　　　10－12� ｆ� フェムト

（２�）実習作業に関する説明として、誤っているものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 12

　　 ₁ �　電気実習において、アナログ式回路計を使用する前に指針の位置を確認したところ、０を

示していなかったので、０位調整ネジを回して調整した。

　　 ₂ �　電気実習において、直流回路の電圧・電流を測定するにあたり、直流電圧計は回路に直列に、

直流電流計は回路に並列に接続して測定した。

　　 ３ �　機械実習において、弓のこを使用して金属棒を切断するにあたり、のこ刃の全長を使用する

ようにストロークを長くし、からだ全体で押して切るようにして切断した。

　　 ₄　化学実習において、使用した溶剤を、指定された回収容器に戻した。

　　 ₅ �　機械実習において、旋盤作業を行っていたところ、機械の運転音の変調に気付いたので、

ただちに機械を停止した。
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（３�）手仕上げで使用する作業工具の説明として、誤っているものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 13

　　 ₁　ハンマは、打撃を与える作業に用いる工具である。

　　 ₂　万力（バイス）は、加工する工作物を固定する作業に用いる工具である。

　　 ３　金切りばさみは、金属の薄板を切断する作業に用いる工具である。

　　 ₄　けがき針は、工作物を切断する部分に線などで印をつける作業に用いる工具である。

　　 ₅　ダイスは、めねじを切る作業に用いる工具である。

（４�）図１に示す、手仕上げで使用する鉄工やすり（平形）のＡ～Ｄの名称として、最も適切な組合せ

を ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 14

　　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　　Ｄ

　　 ₁　　こば　　　　面　　　　こみ　　　　穂先

　　 ₂　　こみ　　　　面　　　　こば　　　　　柄

　　 ３　　こば　　　　面　　　　こみ　　　　　柄

　　 ₄　　こみ　　　　幅　　　　こば　　　　穂先

　　 ₅　　こば　　　　幅　　　　こみ　　　　　柄

図１
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著作権保護の観点により、本作品を掲載いたしません。

出典：工業技術基礎
　　　山下　省蔵ほか25名著　　実教出版株式会社
　　　75ページ　　図11　鉄工やすりの各部名称
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（５�）図２に示すスパナを使用し、点Ａで�50�［Ｎ］�の力を加えてナットを締め付けたときに生じる

　　トルクＴＡ�［Ｎ・ｍ］�の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 15

　　 ₁　　0.4

　　 ₂　　2.5

　　 ３　　10

　　 ₄　　250

　　 ₅　　1000

図２

ＦＡ＝50［Ｎ］

20［cm］
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著作権保護の観点により、本作品を掲載いたしません。

出典：工業数理基礎
　　　山下　省蔵ほか 8名著　　実教出版株式会社
　　　91ページ　　図 3 -32　締め付け力
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（６�）図３に示す回路において、電圧Ｖ�［Ｖ］�の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 16

　　 ₁　2.1　　　　 ₂　8.4　　　　 ３　10　　　　 ₄　2100　　　　 ₅　10000

（７�）図４に示すJIS　C0617-2に規定されている電気用図記号の名称として、最も適切なものを ₁～ ₅

から一つ選べ。解答番号は 17

　　 ₁　抵抗器

　　 ₂　接地

　　 ３　交流電源

　　 ₄　電池

　　 ₅　ランプ

図３

６［Ω］

14［Ω］

Ｖ［Ｖ］

500［ｍＡ］

図４
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（８�）220�［ｇ］�の水が入ったビーカーに、質量ｘ�［ｇ］�の塩化ナトリウムを溶かし、質量パーセント

　　�濃度が�12�［％］�の塩化ナトリウム水溶液をつくった。この水溶液中の塩化ナトリウムの質量

ｘ�［ｇ］�の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 18

　　 ₁　10� ₂　20� ３　30� ₄　40� ₅　50

（９�）エタノールの沸点は、78.32�［℃］�である。この沸点を絶対温度�（熱力学温度）�［Ｋ］�で表した時の

値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 19

　　 ₁　351.47� ₂　178.32� ３　100.00� ₄　－195.10� ₅　－273.15

（10�）図５は測点Ａから建物までの距離の測量結果を示す。この建物の高さＨ�［ｍ］�の値として、

　　最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 20

　　 ₁　41� ₂　70� ３　71� ₄　80� ₅　81

60［ｍ］
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　�　電気基礎に関する次の（１）～（９）の問いに答えよ。

（１�）異なる種類の金属を環状に接合して、二つの接合部に温度差を与えると、接合部間に起電力が

発生する現象として、最も適切なものはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 21

　　 ₁　ペルチエ効果　　　　 ₂　トムソン効果　　　　 ３　ゼーベック効果

　　 ₄　表皮効果　　　　　　 ₅　圧電効果

（２�）図１に示す電気回路の最大目盛Ｖｍ＝�30［Ｖ］、内部抵抗ｒｖ＝�60［ｋΩ］の直流電圧計に抵抗器

Ｒｍを接続し、測定範囲を�300［Ｖ］まで拡大したい。抵抗器Ｒｍ［ｋΩ］の値として、最も適切な

ものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 22

　　 ₁　10　　　　 ₂　30　　　　 ３　90　　　　 ₄　180　　　　 ₅　540

４

負荷

図１
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（３�）ある電線の直径を半分にし、長さを４倍にしたとき、この電線の抵抗はもとの値の何倍になるか。

最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 23

　　 ₁　２　　　　 ₂　４　　　　 ３　８　　　　 ₄　16　　　　 ₅　32

（４�）次の文章のＡ～Ｃに当てはまる語句の組合せとして、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 24

　電磁力の方向を見つける方法として、フレミングの左手の法則がある。これは、左手の

親指と人差し指と中指を互いに垂直になるように開き、人差し指を Ａ の向きに、中指を

Ｂ の向きに向けると、親指の向きが Ｃ の向きと一致するものである。

　　　　　 Ａ　　　　　　Ｂ　　　　　　Ｃ

　　 ₁　　磁界　　　　　電流　　　　　 力

　　 ₂　　 力 　　　　　電流　　　　　磁界

　　 ３　　電圧　　　　　磁界　　　　　 力

　　 ₄　　磁界　　　　　電圧　　　　　 力

　　 ₅　　 力 　　　　　磁界　　　　　電流
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（５�）図２に示す平行導体Ａ、Ｂにそれぞれの電流が同じ向きに流れているとき、導体に働く力の

向きとして、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 25

　　 ₁　ＡとＢが反発する

　　 ₂　ＡとＢが吸引する

　　 ３　Ａだけが上に動く

　　 ₄　Ｂだけが上に動く

　　 ₅　どちらも動かない

（６�）図３に示す直流回路について、回路に流れる電流Ｉ［ｍＡ］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅

から一つ選べ。解答番号は 26

　　 ₁　２　　　　 ₂　３　　　　 ３　６　　　　 ₄　９　　　　 ₅　12

ＩＡ

Ａ Ｂ

ＩＢ

図２

I［ｍＡ］

Ｅ＝６［Ｖ］

図３

１［ｋΩ］ ２［ｋΩ］

２［ｋΩ］ ４［ｋΩ］
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（７）図４に示す単相交流回路について、次のア、イの各問いに答えよ。

　　ア�　回路に流れる電流Ｉ［Ａ］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　　解答番号は 27

　　　 ₁　0.1　　　　 ₂　0.5　　　　 ３　1.0　　　　 ₄　5.0　　　　 ₅　10.0

　　イ�　皮相電力Ｓ［ＶＡ］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　　解答番号は 28

　　　 ₁　10　　　　 ₂　20　　　　 ３　30　　　　 ₄　40　　　　 ₅　50

Ｉ［Ａ］

100［Ｖ］

Ｒ＝160［Ω］

ＸＬ＝300［Ω］

ＸＣ＝180［Ω］

図４
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（８�）図５に示す正弦波交流起電力の波形について、角周波数ω［ｒａｄ／ｓ］の値として、最も適切な

ものを ₁～ ₅から一つ選べ。ただし、円周率はπとする。

　　解答番号は 29

　　 ₁　141π　　　 ₂　200π　　　 ３　250π　　　 ₄　400π　　　 ₅　500π

図５
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（９�）図６に示す直流回路について、流れる電流の正の向きを図のように仮定したとき、直流回路に

流れる電流の値の組合せとして、最も適切なものはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 30

� I１� I２� I３
　　 ₁ � １� －2.5　� －1.5　

　　 ₂ � －0.5　� 1.25　� 0.75　

　　 ３ � 1.25　� 2.5� 3.75　

　　 ₄ � －１　� －0.5　� －1.5　

　　 ₅ � －0.5　� 2.5� ２

I１［Ａ］

I３［Ａ］

I２［Ａ］

Ｒ１＝10［Ω］

Ｅ１＝10［Ｖ］

Ｒ３＝20［Ω］
ｂａ

Ｅ２＝40［Ｖ］ Ｒ２＝20［Ω］

図６
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　�　電気全般に関する次の（１）～（８）の問いに答えよ。

（１�）図１に示す単相変圧器の回路において一次巻線の巻数が�2520�回、二次巻線の巻数が�42�回であり、

一次側に6300［Ⅴ］が加わっている。二次端子に５［Ω］の負荷を接続したときの二次電流Ｉ２［Ａ］の

値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。ただし変圧器の損失は無視するものとする。

　　解答番号は 31

　　 ₁　105　　　　 ₂　63　　　　 ３　42　　　　 ₄　21　　　　 ₅　１

（２�）４極の磁極を持つ三相誘導電動機を電源周波数�50［Ｈｚ］で運転したとき、回転速度が�1440

［ｍｉｎ－１］であった。この電動機の滑りｓ［％］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ

選べ。解答番号は 32

　　 ₁　0.5� ₂　４� ３　５� ₄　８� ₅　12

５

6300［Ｖ］ 5［Ω］

N１＝2520 N２＝42

I２

図１

一次側 二次側
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（３）図２に示すシーケンス制御回路の名称として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は 33

　　 ₁　ＡＮＤ回路　　　　　 ₂　ＯＲ回路　　　　　　　 ３　ＮＯＴ回路

　　 ₄　自己保持回路　　　　 ₅　インターロック回路

（４�）図３に示す回路の演算増幅器において、出力電圧ＶＯ［Ｖ］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅

から一つ選べ。解答番号は 34

　　 ₁　－８　　　　 ₂　－５　　　　 ３　１　　　　 ₄　５　　　　 ₅　８

図２

PB１

PB２

R１a

R２a

R２b

R１b
R１

R２

L２

L１

P N

図３

V１＝2［Ｖ］
V２＝3［Ｖ］

R１＝100［ｋΩ］

R２＝50［ｋΩ］

RＦ＝100［ｋΩ］

VО［Ｖ］

－

＋

─�18�─

23

24

─ 14 ─



（５�）図４に示す回路について、ＶＣＣ＝�10［Ｖ］、ＩＣ＝２［ｍＡ］、ＲＣ＝�2.25［ｋΩ］、直流電流増幅率

ｈＦＥ＝�120、ＩＡ＝�20×ＩＢであるとき、次のア～ウの各問いに答えよ。

　　ア　電子回路の名称として最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 35

　　　 ₁　電流帰還バイアス回路　　　 ₂　自己バイアス回路　　　 ３　固定バイアス回路

　　　 ₄　負帰還増幅回路　　　　　　 ₅　電圧帰還バイアス回路

　　イ�　ＲＡ［ｋΩ］の値として最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。ただし、トランジスタのベース・

エミッタ間の電圧を�0.6［Ｖ］、抵抗ＲＥの両端の電圧を１［Ｖ］とする。

　　　解答番号は 36

　　　 ₁　2.1　　　　 ₂　4.8　　　　 ３　8.4　　　　 ₄　9.6　　　　 ₅　12.8

　　ウ�　ＲＢ［ｋΩ］の値として最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。ただし、トランジスタのベース・

エミッタ間の電圧を�0.6［Ｖ］、抵抗ＲＥの両端の電圧を１［Ｖ］とする。

　　　解答番号は 37

　　　 ₁　６　　　　 ₂　12　　　　 ３　16　　　　 ₄　20　　　　 ₅　24

図４

IＡ＋IＢ

RＢ RＣ

RＥ

IＥ

RＡ

IＡ

IＣ

IＢ

0.6［Ｖ］

1［Ｖ］

VＣＥ

VＲＣ

VＣＣ＝10［Ｖ］

hＦＥ＝120
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（６�）図５に示すスーパーヘテロダイン受信機において、受信周波数ｆｒが�1075［ｋＨｚ］の電波を受信

するときの影像周波数ｆｉｍ［ｋＨｚ］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。ただし

中間周波数ｆｉは�455［ｋＨｚ］とし、局部発信器の発信周波数ｆl は受信周波数ｆｒより高いもの

とする。解答番号は 38

　　 ₁　455　　　　 ₂　620　　　　 ３　1530　　　　 ₄　1985　　　　 ₅　2440

（７�）図６に示す単相２線式の低圧屋内幹線において、この幹線の太さを決定する根拠となる電流の

値として、最も適切なものを ₁～ ₅から一つ選べ。ただし Ｈ を電熱器、Ｍ を電動機、Ｂ を

配線用遮断器、Ｂ をモータブレーカとする。解答番号は 39

　　 ₁　25　　　　 ₂　27　　　　 ３　30　　　　 ₄　33　　　　 ₅　50

図５

アンテナ

周波数変換回路
（局部発振回路＋周波数混合回路） 中間周波増幅回路 検波回路

自動利得制御回路

低周波増幅回路

スピーカ

図６

Ｈ

Ｍ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｍ

定格電流 5［Ａ］

定格電流 10［Ａ］

定格電流 10［Ａ］

幹
線
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（８�）図７に示す三相３線式の回路の全消費電力Ｐ［ｋＷ］の値として、最も適切なものを ₁～ ₅から

一つ選べ。ただし 3 ＝ 1.73�とする。解答番号は 40

　　 ₁　3.2　　　　 ₂　6.4　　　　 ３　9.6　　　　 ₄　13.3　　　　 ₅　15.6

12［Ω］

9［Ω］

9［Ω］

9［Ω］

12［Ω］

12［Ω］

200√3‾［Ｖ］

200√3‾［Ｖ］

200√3‾［Ｖ］

図７
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　大阪府では、「障害」という言葉が、前後の文脈から人や人の状態を表す場合は、「害」の漢字をひらがな

表記とし、「障がい」としています。問題中では、機関・団体の名称等の固有名詞や、法令や文献等からの

引用部分については、もとの「障害」の表記にしています。

　�　特別支援教育に関する法令や近年の動向について、次の（１）～（８）の問いに答えよ。

（１�）次の文は、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（平成28年４月施行）第一条で

ある。空欄ア～エに当てはまる正しい語句の組合せはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。

　　解答番号は １

（目的）

�第一条�　この法律は、 ア （昭和四十五年法律第八十四号）の基本的な理念にのっとり、

全ての障害者が、障害者でない者と等しく、 イ を享有する個人としてその尊厳

が重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有することを踏まえ、障

害を理由とする差別の解消の推進に関する基本的な事項、 ウ 等及び事業者にお

ける障害を理由とする差別を解消するための措置等を定めることにより、障害を理由と

する差別の解消を推進し、もって全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられるこ

となく、相互に人格と個性を尊重し合いながら エ する社会の実現に資すること

を目的とする。

　　　　　　ア　　　　　　　　　イ　　　　　　　　ウ　　　　　　エ

　 ₁　発達障害者支援法　　　社会生活　　　　独立行政法人　　　共生

　 ₂　障害者基本法　　　　　平等権　　　　　行政機関　　　　　支援

　 ３　発達障害者支援法　　　基本的人権　　　地方公共団体　　　共生

　 ₄　障害者基本法　　　　　平等権　　　　　地方公共団体　　　支援

　 ₅　障害者基本法　　　　　基本的人権　　　行政機関　　　　　共生

１

─�1�─
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（２�）「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の制定並びに特別支援学校幼稚部教育要領の全部

を改正する告示及び特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の全部を改正する告示の公示につ

いて（通知）」（平成29年４月　文部科学省）の（５）小学部・中学部における主な改善事項④

「一人一人に応じた指導の充実」では、児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等

を十分考慮し、育成を目指す資質・能力を育むため、障がいの特性等に応じた指導上の配慮を

充実させることを示した。次に示す指導上の配慮は、特に、どの障がい種別にあたるか。正しい

ものを ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は ２

障がいの特性等に応じた指導上の配慮 障がい種別

間接体験、疑似体験等を取り入れた指導方法の工夫 ア

体験的な活動を通した的確な言語概念等の形成 イ

音声、文字、手話、指文字等を活用した意思の相互伝達の充実 ウ

空間や時間の概念形成の充実 エ

　　　　　ア　　　　　　イ　　　　　　　　ウ　　　　　　　エ

　 ₁　聴覚障害　　　視覚障害　　　　病弱　　　　　　肢体不自由

　 ₂　視覚障害　　　聴覚障害　　　　肢体不自由　　　病弱

　 ３　病弱　　　　　肢体不自由　　　聴覚障害　　　　視覚障害

　 ₄　病弱　　　　　視覚障害　　　　聴覚障害　　　　肢体不自由

　 ₅　視覚障害　　　聴覚障害　　　　病弱　　　　　　肢体不自由

─�2�─
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（３�）次の各文は、「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」（平成29年４月告示）の記述である。

次の①、②の問いに答えよ。

　①�　「第７章　自立活動」について、正しく述べられているものの組合せはどれか。 ₁ ～ ₅ から

一つ選べ。解答番号は ３

　ア�　「目標」は、個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体

的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の

基盤を培うことである。

　イ�　身体表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、リズムの特徴や曲の雰囲気を感

じ取り、体を動かすことについての思いや意図をもつこと。

　ウ�　自立活動の指導に当たっては、個々の児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階

等の的確な把握に基づき、指導すべき課題を明確にすることによって、指導目標及び指導内容を

設定し、個別の指導計画を作成するものとする。

　エ�　日常生活や社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親

しむことができるようにする。

　オ�　学級活動においては、適宜他の学級や学年と合同で行うなどして、少人数からくる種々の制約

を解消し、活発な集団活動が行われるようにする必要があること。

　 ₁　ア－ウ

　 ₂　イ－エ

　 ３　ア－ウ－オ

　 ₄　イ－ウ－エ

　 ₅　ア－イ－ウ
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　②�　次の各文は、自立活動の「内容」の記述の一部である。記述中の空欄ア～オに当てはまる正しい

語句の組合せはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は ４

１　健康の保持

２　心理的な安定

３　 ア

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること。

（２）他者の意図や感情の理解に関すること。

（３）自己の理解と行動の調整に関すること。

（４）集団への参加の基礎に関すること。

４　 イ

（１）保有する感覚の活用に関すること。

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。

（３）感覚の補助及び ウ の活用に関すること。

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること。

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

５　 エ

（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。

（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること。

（４）身体の移動能力に関すること。

（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

６　コミュニケーション

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

（２）言語の オ と表出に関すること。

（３）言語の形成と活用に関すること。

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること。

　　　　　　ア　　　　　　　　イ　　　　　　　ウ　　　　　　　エ　　　　　　オ

　 ₁　人間関係の形成　　　環境の把握　　　保有感覚　　　身体の動き　　　理解

　 ₂　個人と他者　　　　　環境の把握　　　保有感覚　　　安全な生活　　　理解

　 ３　人間関係の形成　　　体験学習　　　　保有感覚　　　安全な生活　　　受容

　 ₄　人間関係の形成　　　環境の把握　　　代行手段　　　身体の動き　　　受容

　 ₅　個人と他者　　　　　体験学習　　　　代行手段　　　身体の動き　　　理解
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（４�）次の各文は、「学校教育法」（平成30年６月一部改正）の「第八章　特別支援教育」の条文である。

正しいもののみをすべてあげているのはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は ５

　ア�　特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱

者を含む。以下同じ。）に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すと

ともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授ける

ことを目的とする。

　イ�　特別支援学校には、小学部及び中学部を置かなければならない。ただし、特別の必要のある場

合においては、そのいずれかのみを置くことができる。

　ウ�　特別支援学校の幼稚部の教育課程その他の保育内容、小学部及び中学部の教育課程又は高等部

の学科及び教育課程に関する事項は、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準じて、都道府県

教育委員会が定める。

　エ�　特別支援学校には、寄宿舎を設けなければならない。ただし、特別の事情のあるときは、これ

を設けないことができる。

　オ�　都道府県は、その区域内にある学齢児童及び学齢生徒のうち、視覚障害者、聴覚障害者、知的

障害者、肢体不自由者又は病弱者で、その障害が第七十五条の政令で定める程度のものを就学さ

せるに必要な特別支援学校を設置しなければならない。

　 ₁　ア－イ－エ

　 ₂　イ－ウ－オ

　 ３　ア－イ－エ－オ

　 ₄　ア－ウ－エ－オ

　 ₅　ア－イ－ウ－エ－オ
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（５�）次の文は、「発達障害者支援法」（平成28年６月一部改正）第八条の一部である。文中の空欄

ア～エに当てはまる正しい語句の組合せはどれか。 ₁～ ₄から一つ選べ。解答番号は ６

　国及び地方公共団体は、発達障害児（十八歳以上の発達障害者であって高等学校、 ア

及び特別支援学校並びに専修学校の高等課程に在学する者を含む。以下この項において同じ。）

が、その年齢及び能力に応じ、かつ、その特性を踏まえた十分な教育を受けられるようにする

ため、可能な限り発達障害児が発達障害児でない児童と共に教育を受けられるよう配慮しつつ、

適切な教育的支援を行うこと、 イ の作成（教育に関する業務を行う関係機関と医療、保

健、福祉、労働等に関する業務を行う関係機関及び民間団体との連携の下に行う個別の長期的

な支援に関する計画の作成をいう。）及び ウ の作成の推進、 エ の防止等のための

対策の推進その他の支援体制の整備を行うことその他必要な措置を講じるものとする。

　　　　　　ア　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　エ

　 ₁　大学　　　　　　　個別の教育支援計画　　　　　個別の指導に関する計画　　　差別

　 ₂　中等教育学校　　　個別の教育支援計画　　　　　個別の指導に関する計画　　　いじめ

　 ３　中等教育学校　　　個別の指導に関する計画　　　個別の教育支援計画　　　　　差別

　 ₄　大学　　　　　　　個別の指導に関する計画　　　個別の教育支援計画　　　　　いじめ
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（６�）「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の

改善等について（通知）」（平成31年３月　文部科学省）について、次の①、②の問いに答えよ。

　①�　「２　学習評価の主な改善点について」、空欄ア～エに当てはまる正しい語句の組合せはどれか。

₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は ７

　高等学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）高等部における各

教科・科目の評価について、学習状況を ア に捉える観点別学習状況の評価と、これらを
イ に捉える評定の両方について、学習指導要領に示す各教科・科目の目標に基づき学校

が地域や ウ に即して定めた当該教科・科目の目標や内容に照らし、その実現状況を評価

する、目標に エ した評価として実施することを明確にしたこと。

　　　　ア　　　　　イ　　　　　　　ウ　　　　　　エ

　 ₁　個別的　　　作業的　　　生徒の実態　　　　準拠

　 ₂　職業的　　　客観的　　　家庭の状況　　　　配慮

　 ３　個別的　　　総括的　　　家庭の状況　　　　準拠

　 ₄　分析的　　　客観的　　　キャリア教育　　　配慮

　 ₅　分析的　　　総括的　　　生徒の実態　　　　準拠

　②�　「３　指導要録の主な改善点について」、空欄ア～ウに当てはまる正しい語句の組合せはどれか。

₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は ８

　特別支援学校（知的障害）各教科については、特別支援学校の新学習指導要領において、小・

中・高等学校等との ア を重視する観点から小・中・高等学校の各教科と同様に育成を目

指す イ の三つの柱で目標及び内容が整理されたことを踏まえ、その学習評価においても

観点別学習状況を踏まえて ウ を行うこととしたこと。

　　　　　　ア　　　　　　　　イ　　　　　　　　ウ

　 ₁　生きる力　　　　　資質・能力　　　　自由記述

　 ₂　学びの連続性　　　資質・能力　　　　文章記述

　 ３　横断的学習　　　　資質・能力　　　　文章記述

　 ₄　学びの連続性　　　改善・克服　　　　特技の記述

　 ₅　生きる力　　　　　改善・克服　　　　自由記述
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（７�）次の各文は、「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」（平成27年12月　

中央教育審議会答申）のこれからの時代の教員に求められる資質能力について述べたものである。

正しい記述のみをすべてあげた組合せはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は ９

　ア�　これまで教員として不易とされてきた資質能力に加え、自律的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化

や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯にわたって高めていくことのでき

る力や、情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する力な

どが必要である。

　イ�　子供たち一人一人がそれぞれの夢や目標の実現に向けて、自らの人生を切り開くことができる

よう、これからの時代に生きる子供たちをどう育成すべきかについての目標を組織として共有し、

その育成のために確固たる信念をもって取り組んでいく姿勢が必要である。

　ウ�　アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、道徳教育の充実、小学校における外国語教育

の早期化・教科化、ＩＣＴの活用、発達障害を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応

などの新たな課題に対応できる力量を高めることが必要である。

　エ�　学校安全への対応、幼小接続をはじめとした学校間連携等への対応が必要である。

　オ�　「チーム学校」の考えの下、多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、組織的・協働

的に諸課題の解決に取り組む力の醸成が必要である。

　 ₁　ア－イ－ウ

　 ₂　イ－ウ－オ

　 ３　ア－イ－ウ－エ

　 ₄　ア－ウ－エ－オ

　 ₅　ア－イ－ウ－エ－オ

（８�）「大阪の支援教育」（令和元年度版　大阪府教育庁）において、述べられている大阪府の支援教

育の現状のうち、適切でないものはどれか。 ₁～ ₅から一つ選べ。解答番号は 10

　 ₁ �　大阪府では、すべての幼児児童生徒が「ともに学び、ともに育つ」教育を基本として幼稚園、

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、支援学校などで、一人ひとりのニーズに応じた教育

を行っている。

　 ₂ �　平成30年度の大阪府における小・中・義務教育学校への支援学級設置校率は、他府県と比較し

て高い。

　 ３　支援学校（小・中学部）に在籍する児童生徒は、支援学級に在籍する児童生徒より多い。

　 ₄　学齢期の子どもが減少しているが、支援学校・支援学級に在籍する児童生徒は増加している。

　 ₅  　障がいの重度・重複化など、障がいのある子どもの教育を取り巻く状況の変化に伴い、幼児児

童生徒や保護者の意識やニーズが多様化している。
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